
CIM導入ガイドラインに対応したCIMモデル作成と活用について

【道路モデル作成編】



CIM導入ガイドライン(案)

「道路設計業務」の
視点で解説します。
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＜LandXML対応ソフトウェア一覧＞
http://www.ocf.or.jp/cim/LandList.shtml各社ソフトウェアの詳細はOCFのHPをご覧下さい＞＞＞

3D道路設計シ
ステムの活用

画像・点群処理
ソフトの活用

出来形管理・
LandXML編集
ソフトの活用

統合モデル



①撮影画像から点群データを生成

測量：点群データの生成

②点群データのクリーニングとCSV保存

CSV保存

数億点

（csv、txt、xyz） （X,Y,Z,R,G,B）

数100万点～数千万点

UAVを用いた公共測量マニュアル案(H29.3)
地上LSを用いた公共測量マニュアル案(H29.3)



①点群データの表示・確認

②点群→TIN変換(地形3Dモデル)

インポート

TIN

予備設計：点群→TIN変換

変換

点群

●原則、点群データは発注者から貸与される

●原則、点群データは加工してはならない
●原則、TINは設計側が生成する



①予備設計（道路中心線形決定、縦横断計画、3Dモデル生成)

②詳細設計（平面設計、縦断設計、横断設計、土量計算(3D)）

予備・詳細設計：中心線形決定、縦断計画

中心線形計画 縦断計画 3Dモデル

i‐Con&CIM対応 3D道路設計システムの活用



LandXMLファイル

予備・詳細設計：LandXML出力
中心線形、計画縦断線形

現況縦断地形、道路形状、路
床形状、路体形状、現況横断
地形形状現況地形（サーフェス）

道路面、路床面、路体面
（全てサーフェス）

LandXML1.2に準じた
3次元設計データ交換標準の運用ガイドライン (電子納品) カーブ等、横断を細

かく分割して出力す
る必要があります。



LandXMLファイル更新

ICT施工

①起工測量（現況地形TIN：DEM; Digital Elevation Model)

②設計データ更新→ICT施工

点群 TIN

MC・MG

精度に注意！

現況地形に合わせて
設計面を加工します。



維持管理

①3次元設計データの維持・管理

②データ管理・情報共有
リクワイヤメントへの対応

＜コンカレントエンジニアリング＞


